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２０２２年 ２月２８日 

第２５回全国高等学校少林寺拳法選抜大会 

新型コロナウイルス感染症対策委員会について 

大会実行委員会 

Ⅰ 組織機構 

 以下の通り「新型コロナウイルス感染症対策委員会」（以下、単に委員会もしくは委員という）を設置し、   

①予防策の徹底および必要な指示、②感染発覚時の対応を行う。 

 委員会は、新型コロナウイルス感染症について、主催者および主催地行政の発する指示・通達に準拠し対応を

行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔大会期間中〕代表番号 

 ⇒３月２５日（金）の出場校受付時に配布する資料に番号を記載するので、参照のこと。 

 

〔大会開始前・観察期間中〕大会事務局（一般財団法人 少林寺拳法連盟） 

 ⇒０８７７－３３－２０２０ 

  

大会実行委員会 

【新型コロナウイルス感染症対策委員会】 

委員長     福家 健司 

副委員長    倉本 亘康 

競技担当委員  岡澤 義晃 

医務担当委員  中山 京子 

運営担当委員  谷 聡士 

主催者 一般財団法人少林寺拳法連盟（会長 川島 一浩） 

引率責任者 

出場者 
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都道府県高体連専門部 

（都道府県高校連盟） 

報告 

主 管 全国高等学校体育連盟少林寺拳法専門部（部長 石井 航太郎） 



2 

 

１．委員名簿 

委員長     福家 健司（本大会実行委員長／全国高体連専門部委員長） 

副委員長    倉本 亘康（本大会副実行委員長／少林寺拳法連盟 振興普及部部長） 

競技担当委員  岡澤 義晃（本大会常任委員／全国高体連専門部事務局長） 

医務担当委員  中山 京子（少林寺拳法連盟 総務財務部課長） 

運営担当委員  谷  聡士（少林寺拳法連盟 振興課課長） 

 

２．委員の職務 

委員長   … 委員会の活動を統括し、必要な判断を行う。 

副委員長  … 委員長を補佐する。また、メディア担当を兼ねる。 

競技担当委員… 審判・競技スタッフと連携を密にし、予防策の徹底・感染発覚時の対応において、競技進

行に支障を来さぬよう必要な差配を行う。 

医務担当委員… 医療機関・保険所と連携を密にし、予防策の徹底・感染発覚時の対応において必要な差配

を行う。 

運営担当委員… 審判・競技スタッフを除く運営スタッフと連携を密にし、予防策の徹底・感染発覚時の対

応において、大会進行に支障を来さぬよう、必要な差配を行う。 

 

３．設置期間 

 ２０２２年 ３月２５日（金）～４月１０日（日） 

※ 大会期間…３月２５日（金）～２７日（日） 

※ 観察期間…３月２８日（月）～４月１０日（日）  

※ 観察期間中、感染者が発覚しなかったことを確認したうえで、委員会を解散する。 

※ 観察期間中に感染者が発覚した場合は、以下の通り対応する。 

➢ 感染者の所属校の指示に従って対応 

➢ 大会期間中における感染者との濃厚接触者を検証のうえ抽出し、該当者の引率責任者に連絡 

➢ 濃厚接触者の所属校の指示に従って対応 

 

４．機構の運用 

 主催者である（一財）少林寺拳法連盟および、主管である（公財）全国高等学校体育連盟 少林寺拳法専門

部に対しては、本大会実行委員会より必要な報告（連携）を行う。 

 全国高等学校体育連盟および主催地行政（香川県、善通寺市）に対しては、本大会実行委員会より必要な

報告（連携）を行う。 

 新型コロナウイルス感染症の［予防策の徹底］および［感染発覚時の対応］については、各校引率責任者

を通じて出場者に指示・履行を徹底させる。 

 出場者に新型コロナウイルス感染症感染の疑いが生じた場合は、各校引率責任者を通じて委員会へ、直接

かつ速やかに報告を行い、その指示を受けて対応する。併せて、各校引率責任者は、所属する都道府県高

体連専門部（都道府県高校連盟）にも報告を行う。 
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５．遵守義務 

 本大会の全ての関係者は、新型コロナウイルス感染症の予防・感染拡大防止を目的とした委員会の指示・指

導・注意等に従うものとする。委員会の指示に従わないなど、問題視される行動があった場合は、本大会の

主催者である（一財）少林寺拳法連盟および、主管である（公財）全国高等学校体育連盟 少林寺拳法専門部

により、罰則を科せられる場合がある。 

 移動中・宿舎滞在中など、大会会場外においても、各校ならびに引率責任者が責任を持って感染症予防・感

染拡大防止に努めること。 

 ［重点確認事項］ 

 記録義務のある健康チェックに関わる書類を含む、実行委員会および委員会の求める報告・記録に対

しては、誠実かつ虚偽のないよう対応すること 

 上記について、万が一、不誠実または虚偽の内容が認められた場合、当該校の出場権に関わる厳しい

罰則を科すことがある。 

 

６．プライバシーの保護 

 委員会の管轄する全ての対応において、個人のプライバシー保護に最大限配慮する。 

 

 

［用語の定義］ 

 

１）「３７．５度以上の発熱」とは 

非接触型体温計で３７．０度以上の数値が出た者で、接触型体温計で再検温を行い、３７．５度以

上の発熱が確認された者。 

ただし、医療機関の実施するＰＣＲ検査・抗原検査等により「陰性」が判明した者は、委員会によ

る制限の範囲外とするが、速やかに治療を受けること。 

 

２）「陽性者」とは 

 医療機関の実施するＰＣＲ検査・抗原検査等により新型コロナウイルス「陽性」と診断された者。 

 

３）「濃厚接触が疑われる者」とは 

 保健所より濃厚接触者と指定された者、もしくは陽性者の感染可能期間内に接触した者のうち、 

次の範囲に該当する者。 

ただし、医療機関の実施するＰＣＲ検査・抗原検査等により「陰性」が判明した者を除く。 

 陽性者と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等を含む）があった者 

 適切な感染防護無しに陽性者を診察、看護若しくは介護していた者 

 陽性者の気道分泌液もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 

 その他: 手で触れることの出来る距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策無し

で、陽性者と１５分以上の接触があった者（周辺の環境や接触の状況等個々の状況から患者の

感染性を総合的に判断する） 
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Ⅱ 委員会の指示・指導・注意等 

１．予防策の徹底 

本大会実行委員会より発信される「第２５回全国高等学校少林寺拳法選抜大会実施時における新型コロナウ

イルス感染症拡大防止等に関する基本方針」（以下、単に基本方針という）に記載の事項を遵守すること。本

書面は必要に応じて更新されるので、常に最新の内容を確認すること。 

 

２．会場出入口の指定 

 大会期間中、以下の指定に従って、会場への出入を行うこと。 

入場・再入場の際は、必ず検温を行うこと。 

３月２５日（金）～２７日（日） 

善通寺市民体育館 

大会役員、実行委員、審判員（引率責任者を兼ねている者を除く） ・・・ １Ｆ出入口 

選手・同伴生徒・引率責任者（審判員を兼ねている者を含む）等  ・・・ ２Ｆ出入口 

 

３．大会会場への入場および参加（出場・審判・運営）に関する規制  

他の参加者の安全に最大限配慮する目的から、大会期間中、以下に該当する者およびその所属校の生徒・引

率責任者は隔離し、委員会によって隔離が解除されるまでは、大会会場への入場および参加（出場・審判・

運営）は認めない。 

 基本方針を遵守していない者 

 ３７．５度以上の発熱がある者 

 新型コロナウイルス感染症が疑われる症状を有する者 

 新型コロナウイルス感染症の「陽性者」 

 新型コロナウイルス感染症陽性者との濃厚接触が疑われる者 

 

 ［隔離の解除要件］ 

 上記に該当する者およびその所属校の生徒・引率責任者が、医療機関もしくは保健所により、 

 新型コロナウイルス感染症「陰性」の検査結果が示された場合 

 濃厚接触者ではないとの判断が示された場合 

以上の結果もしくは判断について、判明次第、委員会に報告し、次の指示を仰ぐこと 

 

 ［隔離解除後の合流］ 

 要件を満たし、隔離解除となった場合は、大会会場への入場および参加（出場・審判・運営）を認める。競

技への合流は、出場予定種目・ラウンドが実施前または実施中であれば認める。（出場予定種目・ラウンドが

終了していた場合は棄権扱いとなる） 
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ｖ 

 

［出入口における検温フローチャート］ 

 

 

 

 検温精度は±０．５度 

 ３７．０度以上の者は検温②へ 

 

 

 

 

 手持ちタイプの非接触体温計で検温 

 ３７．５度以上の者は検温③へ 

 

 

 ３７．５度以上の者およびその所属校の生徒・引率責任者は隔離 

 引率責任者より、他の生徒に必要な指示を行う（Ⅲ-１ 引率責任者の義務 参照） 

 スタッフより、委員会に報告を行う 

 

 

 

 

４．大会開始前２週間の間に体調不良者及び濃厚接触者が発生した場合 

 体調不良者または濃厚接触者について、医療機関もしくは保健所により、以下の結果もしくは判断があった

場合に限り、大会会場への入場および参加（出場・審判・運営）を認める。 

 新型コロナウイルス感染症「陰性」の検査結果が示された場合 

 濃厚接触者ではないとの判断が示された場合 

 

５．本大会の実施（成立）に関する判断 

 行政を含む社会的要請に鑑みながら、［大会２２日前（３月３日）］［大会１０日前（３月１５日）］［大会３日

前（３月２２日）］に大会の実施可否を検討する。ただし、社会的要請の緊急度が高い場合は、必要な機会に

検討を行う。 

 なお、出場予定校総数の３分の１以上が出場を辞退し

た場合は、時期に関係なく本大会の実施を中止する。 

 中止の決定は、引率責任者および関係者にメールで通

達する。（中止判断がない場合は連絡しない） 

 

［指定旅行社の取消料］ 

 ２０２１年１２月２５日付け基幹事務システム『お知 

らせ』に掲載の内容を予め確認しておくこと 

（指定旅行社要項より抜粋） 

検温① サーマルカメラによる大人数検温 

検温② 非接触体温計による個別検温 

検温③ 接触体温計による個別検温 
３７．４度以下 

３７．４度以下 

３６．９度以下 
入場・参加 

入場・参加 

入場・参加 

本人およびその所属校の生徒・引率責任者：スタッフの誘導に従って移動 
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６．大会終了後の観察 

 新型コロナウイルス感染症は潜伏期間が長いため、参加者には大会終了後２週間の健康観察を義務付ける。

引率責任者は、毎日、自身を含む参加者の健康観察を行い、その内容を書面にて保管しておくこと。（この期

間中に感染者が発生した場合は、健康観察の内容を問い合わせる場合がある） 

 

 この期間内に異常が発覚した場合は、各校の定めるガイドラインに基づき適切に対応すること。また、異常

発生の旨、すみやかに委員会に報告を行う。 
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Ⅲ 来県期間中（大会開催日含む）に感染が疑われる者が発生した場合の対応 

１．引率責任者の義務 〔フローチャート〕 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症が疑われる以下の症状がないか 

３７．５度以上の発熱、嗅覚・味覚障害咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、 

頭痛、関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐など 

 症状があった場合、本人およびその所属校の生徒・引率責任者は隔離となるので、会場への入

場、大会への参加を控える 

 

 

 宿舎等で発症した場合は個室に、大会会場で発症した場合は医務室（または委員会の指定する場

所）に、直ちに隔離する。 

 

 

 他の生徒に手洗い・うがい・手指消毒、持ち物の消毒を指示する。 

 宿舎で発症した場合は各自室にて、大会会場で発症した場合は委員会の指定する場所にて待機さ

せる。 

 この時点で該当生徒および同一校内の他の生徒・引率責任者は隔離となるので、競技への参加は

一旦停止する。 

 この時点で競技中の選手がいた場合は、委員会より実行委員を通じて措置する。 

 

 

 ［大会会場］委員会に状況を報告し、指示を待つ。 

 ［宿 舎 等］医療機関等に連絡のうえ、委員会に報告する。 

 

 

 

 委員会または医療機関等の指示を受けて、該当者を医療機関に搬送する。 

 医療機関には引率責任者が同行する。また、保健所の事情聴取に応じる。 

 引率責任者より、①所属校、②保護者、③宿舎、④都道府県高体連専門部（高校連盟）…など必

要な連絡を行う。 

 

 

 

 保健所から濃厚接触者と指定された者は、保健所の指示に従わせる。 

 

  

健康観察 

症
状
あ
り 

該当者の隔離 

他の生徒の隔離 

委員会への報告 

入場・参加 
症状なし 

該当者の措置 

他の生徒への指示 

入場・参加 
要件を満たし隔離解除 

入場・参加 
要件を満たし隔離解除 
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２．大会役員・実行委員・審判員・スタッフの義務 〔フローチャート〕 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症が疑われる以下の症状がないか 

       発熱、咳、呼吸困難、全身倦怠感、咽頭痛、鼻汁・鼻閉、頭痛、 

関節・筋肉痛、下痢、嘔気・嘔吐など 

 症状があった場合、本人およびその所属校の生徒・引率責任者は隔離となるので、会場への入

場、大会への参加を控える（生徒等と別行動の場合は、対応を委員会に相談すること） 

  

 

 宿舎等で発症した場合は個室に、大会会場で発症した場合は医務室（または委員会の指定する場

所）に、直ちに隔離する。 

 所属する部門の責任者に連絡のうえ、担当業務から離脱する。 

→部門の責任者は担当業務のフォローと業務で関連のある各個人に手洗い・うがい・手指消

毒、持ち物の消毒を指示する。 

→部門内に濃厚接触者と指定された者があった場合は、保健所の指示に従わせる。 

 

 

 ［大会会場］委員会に状況を報告し、指示を待つ。 

 ［宿 舎 等］医療機関等に連絡のうえ、委員会に報告する。 

 

 

 

 委員会または医療機関等の指示を受けて、医療機関を受診する。 

 保健所の事情聴取に応じる。 

 

以 上 

  

健康観察 

症
状
あ
り 

自身の隔離 

委員会への報告 

運営・補助 
症状なし 

自身の措置 運営・補助 
要件を満たし隔離解除 
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連絡先機関名 

 

［香川県新型コロナウイルス健康相談コールセンター］ 

電話番号 ０５７０－０８７－５５０（専用ナビダイヤル） 

相談日時 土曜日・日曜日・祝日を含む毎日２４時間 
 
・受診・相談センター…発熱等の症状がある方からの相談に対応します。 

＜新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安＞ 

➢ 息苦しさ、強いだるさ、高熱等の強い症状のいずれかのある場合 

➢ 基礎疾患がある方などの重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 
 

・一般相談…上記以外の新型コロナウイルス感染症に関する一般的な健康相談に対応します。 

 

 

［保健所感染症相談窓口］ 

 香川県中讃保健所 ０８７７－２４－９９６２ 

（所轄の市町：丸亀市、坂出市、善通寺市、宇多津町、綾川町、琴平町、多度津町、まんのう町） 
 

 高松市保健所 ０８７－８３９－２８６０ 

 （所轄の市町：高松市） 
 

 香川県西讃保健所 ０８７５－２５－２０５２ 

 （所轄の市町：観音寺市、三豊市） 

 

 

２０２２年２月２８日現在 


